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論文審査の要旨 

 

 日本国内における献血システムは概ね順調に動いているが、緊急時やへき地での輸血

への対応といった観点から、人工血液、とくに赤血球に代わる人工赤血球の開発が望ま

れている。期限切れ赤血球から単離・精製したヘモグロビン(Hb)を人工の脂質膜に内包

した Hb-V(ヘモグロビンベシクル)は、血液型や病原を含まず、長期保存可能等の特徴が

あり、注目されている。本研究では、Hb-V の新しい調製法である自転−公転ミキサーを

用いた混錬法の最適条件の検討と、室温保存下での 2 年間の品質追跡を行なった。 

 本研究では、脂質膜の組成(DPPC/cholesterol/DHSG/DSPE-PEG 比)や原料 Hb 濃度

(0.3~40 g/dL)、混錬時間(4~22 分)の影響について詳細に検討した。また、脂質粉末の添加

量と Hb・脂質混合液との粘度と Hb 収率との関係から、高粘度ほど効率よく攪拌でき、

従来法(20%)と比較して高い収率(74%)が得られることを明らかにした。また、室温保存

(25℃)による品質追跡において Hb 濃度や粒径、遊離 Hb 率、メト Hb 率に著しい物性値

の変化はみられなかったことから、リポソームの損壊や Hb の変性等がなく室温保存可

能であるとした。 

 公聴会では、Hb-V 投与時に既存の凝固系に影響はないか、投与による希釈性の凝固障

害は起こりうるか、脂質膜の主成分である DPPC を原料として使用した理由はなにか、

保存温度の限界について知見はあるか等の質問がなされた。これらに対し、適切な返答

があった。本研究は今後の医学の発展に貢献するものであり、また公聴会における発表・

質疑応答も適切であったことから、学位を授与するに値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに生体高分子学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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